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I. 労働者調査の実施概要
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労働者調査の実施概要

◼ 調査対象

◼ 本調査で用いる「介護・手助」の定義

◼ 調査方法：インターネット調査会社のモニターを対象としたインターネット調査

◼ 調査期間：2024年12月５日（木）～2024年12月12日（木）

◼ 回収数

I. 労働者調査の実施概要

①正規労働者 ・期間を定めずに雇われている労働者。いわゆる正社員。 ・現在、「介護・手助」を行っている人

・現在20～60代

※2022年４月以降に離職した人は含まな

い（「④離職者」との回答者の重複を

避ける）

・被介護者には高齢者のほか、障害児・者な

ども含まれる。

年齢に限らず、常時介護を必要とする状態

にあてはまる場合を対象とする

※以下は対象から除く（①～③は現在、④は

離職時）

・業種：公務員

・就業形態：「自営、フリーランス、日々雇

われている者」「その他」

②無期契約労働者

・期間を定めずに雇われている労働者のうち、いわゆる正社員

を除く労働者。契約社員、パート、アルバイト等の呼称を問

わない。

③有期契約労働者
・期間を定めて雇用契約を結ぶ直接雇用の労働者。契約社員、

パート、アルバイト等の呼称を問わない。

④離職者

・「介護・手助」を理由に離職した時点で、「介護・手助」を行っていた人

・現在の「介護・手助」の有無、就業の有無は問わない

・特に断りが無い限り、「④離職者」は、家族の「介護・手助」を理由に辞めた時点のことを把握する

・2022年４月以降に離職した人を対象とする

・「介護・手助」で離職した時点で20～60代

日常生活における入浴・着替え・トイレ・移動・食事などの際に何らかの手助けをすること。なお、具体的には、排せつや入浴等の「身体介助」、施設や
遠距離での「介護」に加え、定期的な声掛け（見守り）、食事の支度や掃除、洗濯などの家事、ちょっとした買い物やゴミ出し、通院の送迎や外出の手助
け、入退院の手続きや金銭の管理等の手助けも含むこととする。

回収目標 回収数

①正規労働者 1,000 1,100

②無期契約労働者 400 435

③有期契約労働者 400 430

④離職者 1,000 759
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II.労働者調査の結果概要
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１．回答者の概要
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（１）回答者の属性

図表1 年齢
（正規労働者、無期契約者、有期契約者：SC2、離職者：SQ9_1）

１．回答者の概要

図表2 性別（SC1）

図表3 婚姻状況（SQ7）
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※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。
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（２）従業員数・仕事内容

１．回答者の概要

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

図表4 従業員数（Q1） 図表5 仕事内容（Q4）
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医療、保健、福祉（保育・介護等）の専門職・技術職

教育分野の専門職・技術職

上記以外の専門職・技術職

事務職（一般事務、企画、広報、経理など）

営業・販売職（店員、不動産販売、保険外交、外勤など）

サービス職（理・美容師、料理人、ホールスタッフ、清掃など）

生産現場職（製品製造・組立、自動車整備、建設作業員、大工、電気工事、農水産加工など）

運輸・保安職（トラック運転手、船員、郵便等配達、通信士、警備員など）

その他
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サブセクション

２．介護・手助をしている家族の状況
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（１）介護・手助をしている家族の続柄、年齢

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 最も時間をかけて介護・手助をしている家族の続柄は、回答者の母、父の順で割合が高い。育児・介護休業法対象外となる家族
を介護・手助している割合も２～４％程度見られる。年齢をみると、後期高齢者（75歳以上）が７～８割程度を占めているもの
の、64歳以下も10～15％程度見られる。

２．介護・手助をしている家族の状況

図表6 介護・手助をしている家族の続柄
（最も時間をかけている人）：単数回答（SQ8_2）

図表7 介護・手助をしている家族の年齢
（最も時間をかけている人）：数値回答（SQ9_2）
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【育児・介護休業法の対象外とな

る家族等を介護している割合

（計）】

・正規労働者：1.7％

・無期契約労働者：4.1％

・有期契約労働者：4.7％

・離職者：3.3％



10 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

LINE 本文ページ

（２）介護・手助を担当している人

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 回答者が最も時間をかけて介護・手助している家族について、介護・手助を主に担当している人をみると、いずれも「あなた」
（回答者） の割合が高くなっている。次に担当している人をみると、「あなた」（回答者）、「配偶者」のほか、「担当してい
る人はいない」の割合も高く、２～３割程度は、回答者のみで介護・手助を担っていることがうかがえる。

２．介護・手助をしている家族の状況

図表8 主に介護・手助を担当している人：単数回答（Q9_1） 図表9 次に介護・手助を担当している人：単数回答（Q9_2）
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要支援1 申請済 要支援2 申請済 要介護1 申請済 要介護2 申請済

要介護3 申請済 要介護4 申請済 要介護5 申請済 申請中

非該当 申請していない わからない

（３）介護・手助している家族の要介護度、見守りの必要性、認知症の状況

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 回答者が最も時間をかけて介護・手助をしている家族について、25～30％程度が要介護３～５（中重度の要介護度）、40～45％
程度が１日数回以上の見守りが必要な状態にある。

◼ 25％前後が中重度の認知症にある。徘徊や失禁、大声をあげるなど、日常生活に支障をきたす症状・行動や意思疎通の困難さが
みられる場合も１割弱ほどみられる。

２．介護・手助をしている家族の状況

図表10 要介護度：単数回答（Q12_1）

図表11 見守りの必要性：単数回答（Q14）

図表12 認知症の状況：単数回答（Q16）
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特に見守りは必要ない 1日に1回程度は見守りが必要 1日に数回 見守りが必要

1時間に1回程度は見守りが必要 常時 見守りが必要 わからない
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認知症ではない 認知症の症状は無い

何らかの認知症の症状はあるが 日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している

たびたび道に迷ったり 買い物や事務 金銭管理など それまでできたことにミスが目立ってきたが 誰かが注意して

いれば自立できる

徘徊や失禁 大声をあげるなど 日常生活に支障をきたす症状 行動や意思疎通の困難さがみられる

わからない
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（４）利用しているサービス

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 利用しているサービスは「訪問系サービス」「通所系サービス」の割合が高い

◼ 正規労働者について、介護・手助している家族の要介護度別にみると、他と比較して、「要介護１・２」は「通所系サービス」、
「要介護３～５」は「短期入所系サービス」「施設系サービス」の割合が高い。「要支援１・２」は「サービスを利用していな
い」が約25％。

２．介護・手助をしている家族の状況

図表13 利用しているサービス：複数回答（Q17） 図表14 【正規労働者】要介護度別 利用しているサービス
：複数回答（Q17）
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3.0%
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25.1%

31.6%

6.3%
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0.9%

0.5%
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0.0%
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19.2%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問系サービス(訪問介護 訪問看護等)

通所系サービス

短期入所系サービス

小規模多機能型居宅介護 看護小規模多機能型居宅介護

施設系サービス(特養 老健施設 等)

その他の介護保険サービス

訪問系サービス(居宅介護 重度訪問介護等)

日中活動系サービス

施設系サービス(障害者入所施設 グループホーム等)

訓練系 就労系サービス

その他の障害福祉サービス

サービス付き高齢者向け住宅 有料老人ホーム等の

介護保険外の住宅サービス

配食サービス 宅配弁当

食事づくり 買い物 掃除等の家事支援サービス

緊急通報サービス

サロンやカフェ

その他のサービス

サービスを利用していない

わからない

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)

離職者(n=759)

28.3%

33.2%

4.4%

0.0%

3.9%
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9.3%
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0.5%
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0.0%
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0.6%
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6.5%
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0.0%
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訪問系サービス(居宅介護 重度訪問介護等)
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施設系サービス(障害者入所施設 グループホーム等)

訓練系 就労系サービス
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サービス付き高齢者向け住宅 有料老人ホーム等の介護保

険外の住宅サービス

配食サービス 宅配弁当

食事づくり 買い物 掃除等の家事支援サービス

緊急通報サービス

サロンやカフェ

その他のサービス

サービスを利用していない

わからない

正規労働者-要支援１・２(n=205)

正規労働者-要介護１・２(n=308)

正規労働者-要介護３～５(n=321)
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（５）施設入所の手続きにかかった期間

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 回答者が最も時間をかけて介護・手助している家族が「施設系サービス（特養・老健施設等）」「サービス付き高齢者向け住宅、
有料老人ホーム等の介護保険外の住宅サービス」を利用している場合、入所を申し込んでから入所できるまでの期間をみると、
いずれも「３か月以内」の割合がもっとも高いものの、離職者では、１年超の割合が４割弱を占めており、申し込みから入所ま
で時間のかかっている人も多い状況がうかがえる。

２．介護・手助をしている家族の状況

図表15 施設入所の手続きにかかった期間:単数回答（Q18）

36.9%

27.6%

48.5%

22.8%

10.2%

12.1%

13.6%

16.8%

14.4%

22.4%

6.1%

14.9%

7.5%

8.6%

3.0%

21.8%

5.9%

0.0%

4.5%

7.9%

13.9%

17.2%

16.7%

7.9%

11.2%

12.1%

7.6%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=187)

無期契約労働者(n=58)

有期契約労働者(n=66)

離職者(n=101)

3か月以内 3か月超～6か月以内 6か月超～1年以内 1年超～1年6か月以内

1年6か月超～2年以内 2年超 わからない



Mitsubishi UFJ Research and Consulting14

サブセクション

３．介護・手助の状況



15 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

LINE 本文ページ

（１）介護・手助の実施状況（回答者が主に担当しているもの）

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 就業形態別×性別に、介護・手助の実施状況をみると、就業形態に関わらず、女性の方が主担当している割合が高い傾向がみら
れる。特徴的なものをみると、正規労働者は「食事の支度や掃除、洗濯などの家事等の支援」、無期契約労働者は「被介護者と
ともに過ごす」について、特に男女差が大きい。また、有期契約労働者は他の就業形態と比較して、男女差が小さい。

３．介護・手助の状況

図表16 就業形態別×性別 介護・手助の実施状況（回答者が主に担当しているもの）：単数回答（Q19_1～15）

【正規労働者】 【無期契約労働者】

12.5%

18.2%

12.8%

36.4%

28.4%

47.7%

34.2%

39.0%

35.9%

37.5%

40.1%

36.6%

31.7%

29.2%

20.5%

27.3%

22.3%

43.6%

48.2%

57.3%

48.6%

41.8%

46.8%

46.8%

46.8%

43.2%

35.0%

31.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

排せつの介助

食事の介助

入浴の介助

定期的な見守り 声かけ

食事の支度や掃除 

洗濯などの家事等の支援

ちょっとした買い物やゴミ出し

被介護者とともに過ごす

金銭の管理

介護 手助の役割分担やサービス

利用等にかかわる調整 手続き

入退院(入退所)の手続き

通院(通所)の送迎や外出の手助

緊急搬送 緊急入院などの

急変時の対応

関係機関（警察・施設等）からの呼び出し

対応

終末期の対応

正規労働者-男性

（n=880）

正規労働者-女性

（n=220）

9.8%

18.4%

8.6%

36.8%

31.9%

45.4%

33.1%

30.1%

30.7%

34.4%

39.9%

36.8%

32.5%

26.4%

13.6%

25.0%

16.9%

46.3%

48.2%

56.3%

52.6%

36.4%

46.0%

49.6%

53.7%

52.2%

34.9%

32.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

排せつの介助

食事の介助

入浴の介助

定期的な見守り 声かけ

食事の支度や掃除 

洗濯などの家事等の支援

ちょっとした買い物やゴミ出し

被介護者とともに過ごす

金銭の管理

介護 手助の役割分担やサービス

利用等にかかわる調整 手続き

入退院(入退所)の手続き

通院(通所)の送迎や外出の手助

緊急搬送 緊急入院などの

急変時の対応

関係機関（警察・施設等）からの呼び出し対応

終末期の対応

無期契約労働者-男性

（n=163）

無期契約労働者-女性

（n=272）
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（１）介護・手助の実施状況（回答者が主に担当しているもの）

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

３．介護・手助の状況

図表17 就業形態別×性別 介護・手助の実施状況（回答者が主に担当しているもの）：単数回答（Q19_1～15）つづき

【有期契約労働者】 【離職者】
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39.2%

39.2%

35.3%
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入浴の介助

定期的な見守り 声かけ

食事の支度や掃除 

洗濯などの家事等の支援

ちょっとした買い物やゴミ出し

被介護者とともに過ごす

金銭の管理

介護 手助の役割分担やサービス

利用等にかかわる調整 手続き

入退院(入退所)の手続き

通院(通所)の送迎や外出の手助

緊急搬送 緊急入院などの

急変時の対応

関係機関（警察・施設等）からの呼び出し

対応

終末期の対応

有期契約労働者

-男性（n=204）

有期契約労働者

-女性（n=226）

28.0%

28.4%

22.1%

41.6%

38.0%

45.9%

41.6%

40.8%

40.4%

41.4%

42.3%

41.2%

39.2%

34.4%

33.2%

41.2%

27.5%

55.7%

53.4%

59.2%

51.9%

41.6%

45.0%

46.9%

46.6%

42.7%

35.9%

35.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

排せつの介助

食事の介助

入浴の介助

定期的な見守り 声かけ

食事の支度や掃除 

洗濯などの家事等の支援

ちょっとした買い物やゴミ出し

被介護者とともに過ごす

金銭の管理

介護 手助の役割分担やサービス

利用等にかかわる調整 手続き

入退院(入退所)の手続き

通院(通所)の送迎や外出の手助

緊急搬送 緊急入院などの

急変時の対応

関係機関（警察・施設等）からの呼び出し

対応

終末期の対応

離職者-男性

（n=497）

離職者-女性

（n=262）
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（２）介護・手助の頻度（回答者が主に担当しているもの）

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 就業形態別×性別に、回答者が行っている介護・手助の頻度について「ほぼ毎日」と回答した割合をみると、正規労働者では
「食事の支度や掃除、洗濯などの家事等の支援」、有期契約労働者では「ちょっとした買い物やゴミ出し」について、女性の方
がほぼ毎日行っている割合が高い。

３．介護・手助の状況

図表18 就業形態別×性別 回答者の介護・手助の頻度：ほぼ毎日の割合（回答者が主に担当しているもの）：単数回答（Q20）

【正規労働者】

＜各項目のサンプルサイズ＞

※上記グラフの割合は、右表の
数値（ｎ）のうち、「ほぼ毎
日」と回答した者の割合を表す。

【有期契約労働者】

39.0%

70.9%

66.3%

45.1%

65.9%

55.6%

35.7%

48.5%

41.4%

28.8%

70.9%

17.3%

19.9%

21.9%

23.7%

40.3%

66.7%

68.3%

53.1%

69.8%

65.1%

42.1%

53.3%

44.6%

23.3%

66.7%

17.5%

17.9%

19.5%

22.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護 手助全体

排せつの介助

食事の介助

入浴の介助

定期的な見守り 声かけ

食事の支度や掃除 洗濯などの家事等の支援

ちょっとした買い物やゴミ出し

被介護者とともに過ごす

金銭の管理

介護 手助の役割分担やサービス利用等にかかわる調整 手続き

入退院(入退所)の手続き

通院(通所)の送迎や外出の手助

緊急搬送 緊急入院などの急変時の対応

関係機関(警察 施設等)からの呼び出し対応

終末期の対応

正規労働者-男性

正規労働者-女性

41.8%

53.3%

66.7%

38.1%

67.6%

58.9%

26.7%

42.5%

41.3%

12.5%

53.3%

12.7%

10.8%

10.5%

14.1%

38.9%

60.0%

65.0%

44.4%

71.4%

60.6%

37.0%

38.2%

43.0%

27.7%

60.0%

18.2%

18.5%

18.4%

25.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護 手助全体

排せつの介助

食事の介助

入浴の介助

定期的な見守り 声かけ

食事の支度や掃除 洗濯などの家事等の支援

ちょっとした買い物やゴミ出し

被介護者とともに過ごす

金銭の管理

介護 手助の役割分担やサービス利用等にかかわる調整 手続き

入退院(入退所)の手続き

通院(通所)の送迎や外出の手助

緊急搬送 緊急入院などの急変時の対応

関係機関(警察 施設等)からの呼び出し対応

終末期の対応

有期契約労働者-男性

有期契約労働者-女性

介護･手
助全体

排せつの
介助

食事の介
助

入浴の介
助

定期的な
見守り､
声かけ

食事の支度
や掃除､洗濯
などの
家事等の支
援

ちょっとし
た買い物や
ゴミ出し

被介護者と
ともに過ご
す

金銭の管理 介護･手助の
役割分担や
サービス利
用等
にかかわる
調整･手続き

入退院(入退
所)の手続き

通院(通所)
の送迎や外
出の手助

緊急搬送､緊
急入院など
の急変時の
対応

関係機関(警
察･施設等)
からの
呼び出し対
応

終末期の対
応

正規労働者-男性 664 110 160 113 320 250 420 301 343 316 330 353 322 279 257

正規労働者-女性 186 45 60 49 96 106 126 107 92 103 103 103 95 77 70

有期契約労働者-男性 170 15 30 21 74 56 105 80 80 72 76 79 83 76 64

有期契約労働者-女性 185 25 40 27 98 99 108 110 79 94 93 99 92 76 62
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（３）通算の介護・手助の期間

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 回答者が最も時間をかけて介護・手助している家族の通算の介護期間をみると、「正規労働者」「無期契約労働者」「有期契約
労働者」は、５年以上と比較的介護期間の長い人が２～３割を占めている。

３．介護・手助の状況

図表19 通算の介護・手助の期間：単数回答（Q13）
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9.5%

8.3%

10.2%

18.2%

28.5%

27.8%

27.0%
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13.8%

15.6%

17.9%

5.3%

10.0%

13.8%

13.7%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)

離職者(n=759)

1か月未満 1か月以上3か月未満 3か月以上6か月未満 6か月以上1年未満 1年以上3年未満

3年以上5年未満 5年以上10年未満 10年以上
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サブセクション

４．介護・手助に関する自身の考え方や

周囲の意識
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（１）回答者や家族が直接介護をすることに関する考え方

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 回答者や家族が直接介護をすることに対する考え方として、「A：できる限り自分や家族で直接介護をするのがよい」と「B：直
接の介護はできる限り専門職に任せ、自分や家族は精神的なサポートや両立するためのマネジメント等を行うのがよい」のどち
らに近いかをみると、 「正規労働者」「無期契約労働者」「有期契約労働者」は「Aに近い＋どちらかというとＡに近い」と
「Ｂに近い＋どちらかというとBに近い」の割合が同程度だが、「離職者」は 「Aに近い＋どちらかというとＡに近い」の割合
が高く、半数弱を占めている。

図表20 回答者や家族が直接介護をすることに関する考え方：単数回答（Q10_1）

４．介護・手助に関する自身の考え方や周囲の意識

A：できる限り自分や家族で直接介護をするのがよい

B：直接の介護はできる限り専門職に任せ、自分や家族は精神的なサポートや両立するためのマネジメント等を行うのがよい

9.8%

10.6%

9.3%

15.9%

28.4%

23.7%

23.7%

31.9%

30.3%

35.2%

30.0%

27.8%

18.3%

15.4%

19.8%

15.3%

13.3%

15.2%

17.2%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)

離職者(n=759)

Aに近い どちらかというとAに近い どちらともいえない どちらかというとBに近い Bに近い
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（１）回答者や家族が直接介護をすることに関する考え方

図表21 就業形態別×性別 回答者や家族が直接介護をすることに関する考え方：単数回答（Q10_1）

４．介護・手助に関する自身の考え方や周囲の意識

A：できる限り自分や家族で直接介護をするのがよい

B：直接の介護はできる限り専門職に任せ、自分や家族は精神的なサポートや両立するためのマネジメント等を行うのがよい

◼ 就業形態別×性別に、回答者や家族が直接介護をすることに対する考え方として、「A：できる限り自分や家族で直接介護をする
のがよい」に「近い」「どちらかというと近い」と回答した割合をみると、正規労働者を除き、男性の方が回答割合が高い傾向
がみられる。また、特に「離職者-男性」における割合が高く、半数強を占めている。

10.1%

8.6%

14.1%

8.5%

11.3%

7.5%

17.3%

13.4%

28.2%

29.1%

23.9%

23.5%

25.5%

22.1%

33.8%

28.2%

31.3%

26.4%

35.0%

35.3%

27.0%

32.7%

26.2%

30.9%

18.0%

19.5%

14.7%

15.8%

18.6%

20.8%

15.1%

15.6%

12.5%

16.4%

12.3%

16.9%

17.6%

16.8%

7.6%

11.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者-男性（n=880）

正規労働者-女性（n=220）

無期契約労働者-男性（n=163）

無期契約労働者-女性（n=272）

有期契約労働者-男性（n=204）

有期契約労働者-女性（n=226）

離職者-男性（n=497）

離職者-女性（n=262）

Aに近い どちらかというとAに近い どちらともいえない どちらかというとBに近い Bに近い

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。
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（２）介護を担当することに対する家族や親族からのプレッシャーを感じるか

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 介護を担当することに対する家族や親族からのプレッシャーを感じるかについて、「A：あなたが介護を担当するようにという
プレッシャーを、家族や親族から感じる」と「B：あなたが介護を担当するようにというプレッシャーを、家族や親族から感じ
ない」のどちらに近いかをみると、 「Aに近い＋どちらかというとＡに近い」 の割合は、「正規労働者」「無期契約労働者」
「有期契約労働者」は３割前後だが、「離職者」は４割超と高い傾向がみられる。

図表22 介護を担当することに対する家族や親族からのプレッシャーを感じるか：単数回答（Q10_2）

４．介護・手助に関する自身の考え方や周囲の意識

A：あなたが介護を担当するようにというプレッシャーを、家族や親族から感じる

B：あなたが介護を担当するようにというプレッシャーを、家族や親族から感じない

7.1%

9.7%

12.1%

13.2%

20.5%

18.6%

19.1%

29.0%

40.8%

43.9%

35.3%

37.7%

19.1%

13.1%

18.6%

13.8%

12.5%

14.7%

14.9%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)

離職者(n=759)

Aに近い どちらかというとAに近い どちらともいえない どちらかというとBに近い Bに近い
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（２）介護を担当することに対する家族や親族からのプレッシャーを感じるか

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 就業形態別×性別に、介護を担当することに対する家族や親族からのプレッシャーを感じるかについて、 「A：あなたが介護を
担当するようにというプレッシャーを、家族や親族から感じる」に「近い」「どちらかというと近い」と回答した割合をみると、
いずれの就業形態でも、男性よりも女性の方が回答割合が高い傾向がみられる。

図表23 就業形態別×性別 回答者が介護を担当することに対する家族や親族からのプレッシャーを感じるか：単数回答（Q10_2）

４．介護・手助に関する自身の考え方や周囲の意識

A：あなたが介護を担当するようにというプレッシャーを、家族や親族から感じる

B：あなたが介護を担当するようにというプレッシャーを、家族や親族から感じない

5.9%

11.8%

8.6%

10.3%

7.8%

15.9%

11.5%

16.4%

21.6%

16.4%

16.0%

20.2%

20.1%

18.1%

29.6%

27.9%

41.0%

40.0%

47.2%

41.9%

38.2%

32.7%

38.0%

37.0%

18.6%

20.9%

14.1%

12.5%

19.6%

17.7%

14.3%

13.0%

12.8%

10.9%

14.1%

15.1%

14.2%

15.5%

6.6%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者-男性（n=880）

正規労働者-女性（n=220）

無期契約労働者-男性（n=163）

無期契約労働者-女性（n=272）

有期契約労働者-男性（n=204）

有期契約労働者-女性（n=226）

離職者-男性（n=497）

離職者-女性（n=262）

Aに近い どちらかというとAに近い どちらともいえない どちらかというとBに近い Bに近い
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（３）被介護者が居住する地域における、家族が介護をすることに関する風潮

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 被介護者が居住する地域における、家族が介護をすることに関する風潮について、「A：地域において家族が介護をすることを
求めるような風潮を感じる」と「B：地域において家族が介護をすることを求めるような風潮は感じない」のどちらに近いかを
みると、 「Aに近い＋どちらかというとＡに近い」 の割合は、「正規労働者」「無期契約労働者」「有期契約労働者」は２割前
後だが、「離職者」は３割超と高い傾向がみられる。

図表24 被介護者が居住する地域における、家族が介護をすることに関する風潮：単数回答（Q10_3）

４．介護・手助に関する自身の考え方や周囲の意識

A：地域において家族が介護をすることを求めるような風潮を感じる

B：地域において家族が介護をすることを求めるような風潮は感じない

5.1%

6.4%

7.2%

10.1%

15.3%

12.2%

14.9%

22.3%

45.2%

48.0%

43.0%

41.4%

19.2%

13.6%

18.8%

17.5%

15.3%

19.8%

16.0%

8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)

離職者(n=759)

Aに近い どちらかというとAに近い どちらともいえない どちらかというとBに近い Bに近い
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（４）職場に介護の相談をすることに関する抵抗感

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 職場に介護の相談をすることに対する抵抗感について、「A：職場に介護の相談をすることに対して抵抗を感じる」と「B：職場
に介護の相談をすることに対して抵抗は感じない」のどちらに近いかをみると、 「Aに近い＋どちらかというとＡに近い」 の割
合は、「正規労働者」「無期契約労働者」「有期契約労働者」は20～25％だが、「離職者」は40％弱を占めており、回答割合
が高い傾向がみられる。

図表25 職場に介護の相談をすることに関する抵抗感：単数回答（Q10_4）

４．介護・手助に関する自身の考え方や周囲の意識

A：職場に介護の相談をすることに対して抵抗を感じる

B：職場に介護の相談をすることに対して抵抗は感じない

7.9%

8.5%

12.8%

13.3%

16.6%

12.2%

12.8%

24.6%

38.6%

41.1%

34.7%

38.3%

21.7%

22.5%

23.5%

16.2%

15.1%

15.6%

16.3%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)

離職者(n=759)

Aに近い どちらかというとAに近い どちらともいえない どちらかというとBに近い Bに近い
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サブセクション

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先
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（１）仕事と介護の両立に関する制度の認知状況等

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 仕事と介護の両立に関する制度で「知っていること」をみると、他と比較して、「無期契約労働者」「有期契約労働者」は「介
護休業制度の内容」「介護休暇制度の内容」などの割合が低くなっている。「離職者」は「地域の相談窓口」の割合がやや低い。

◼ 仕事と介護の両立に関する制度で「介護に直面する前に知っておいた方がよいと思うこと」をみると、他と比較して、「離職
者」は「介護休業制度の内容」の割合が高くなっている。

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先

図表26 仕事と介護の両立に関する制度の認知状況等
：知っていること:複数回答（Q22_1）

図表27 仕事と介護の両立に関する制度の認知状況等：介護に直面する前に
知っておいた方がよいと思うこと:複数回答（Q22_2）
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34.5%

29.4%
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36.1%
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18.0%

35.2%

25.7%

32.8%

24.4%

22.5%
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30.5%

27.0%

24.2%

40.7%

40.0%
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20.0%
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39.3%

47.3%

31.0%

27.5%

34.0%

33.2%

29.4%

17.0%

29.2%

17.3%

27.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護休業制度の内容

介護休暇制度の内容

介護休業給付金の内容

介護保険制度 障害福祉サービスの仕組み 

利用方法

介護保険サービス 障害福祉サービスの

種類や内容

介護保険料や介護サービス 障害福祉サービスを

利用するための費用

地域のサロン等の活動内容 利用方法

地域の相談窓口

勤務先での相談先

どれも知らない/特にない

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)

離職者(n=759)

32.6%

25.3%

20.9%

30.2%

27.7%

24.4%

10.7%

26.7%

17.4%

36.5%

19.3%

16.1%

14.9%

27.6%

25.1%

21.8%

8.5%

26.9%

10.6%

45.7%

24.2%

20.5%

17.7%

34.2%

32.8%

29.1%

14.4%

33.7%

16.0%

43.5%

39.7%

24.0%

19.4%

25.4%

23.2%

21.1%

9.9%

21.7%

12.1%

29.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護休業制度の内容

介護休暇制度の内容

介護休業給付金の内容

介護保険制度 障害福祉サービスの仕組み 

利用方法

介護保険サービス 障害福祉サービスの

種類や内容

介護保険料や介護サービス 障害福祉サービスを

利用するための費用

地域のサロン等の活動内容 利用方法

地域の相談窓口

勤務先での相談先

どれも知らない/特にない

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)

離職者(n=759)
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（２）「介護・手助」に関する相談の状況①

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 「介護・手助」に関する相談した人・機関をみると、「家族・親族」が３～４割前後、「ケアマネジャー」が２～４割程度で割
合が高くなっている。一方、介護に関わる相談の専門職・機関である「病院の医療ソーシャルワーカー（ＭＳＷ）や看護師」
「地域包括支援センター」は２割程度に留まっている。

◼ 回答者自身の悩みや不安等を相談した人・機関の割合をみると、 相談した人・機関として割合が「家族・親族」は２割前後、
「ケアマネジャー」は２割弱に留まっており、自分の相談までは行っていない場合が多いことがうかがえる。

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先

図表28 介護・手助に関する相談の状況：
相談した人・機関:複数回答（Q24_1）

図表29 介護・手助に関する相談の状況：
回答者自身の悩みや不安等を相談した人・機関:複数回答（Q24_3）
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友人 知人
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病院の医療ソーシャルワーカーや看護師

地域包括支援センター

ケアマネジャー

相談支援専門員

介護サービス事業者 障害福祉サービス事業者

民生委員 児童委員

ボランティア

その他の窓口

誰にも相談していない

あてはまるものはない

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)

離職者(n=759)

5.0%

22.4%

5.5%

4.1%

5.0%

6.4%

7.1%

17.8%

2.4%

4.9%

1.1%

0.3%

0.2%

10.9%

35.3%

3.0%

19.1%

8.5%

1.4%

4.1%

6.0%

4.4%

15.9%

0.9%

3.2%

0.2%

0.0%

0.0%

12.6%

36.6%

4.0%

23.3%

7.7%

2.8%

3.3%

5.1%

7.2%

16.3%

1.4%

3.7%

0.5%

0.0%

0.9%

13.3%

37.2%

11.1%

16.7%

7.5%

4.9%

5.5%

7.1%

7.4%

13.4%

2.4%

3.6%

1.1%

0.5%

0.1%

7.4%

39.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護 手助が必要な本人

家族 親族

友人 知人

勤務先

自治体

病院の医療ソーシャルワーカーや看護師

地域包括支援センター

ケアマネジャー

相談支援専門員

介護サービス事業者 障害福祉サービス事…

民生委員 児童委員

ボランティア

その他の窓口

誰にも相談していない

あてはまるものはない

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)

離職者(n=759)
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（２）「介護・手助」に関する相談の状況②

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 相談した人・機関の中で、「ケアマネジャー」を選択した者について、自分自身の仕事と介護の両立について相談したか、また
は、ケアマネジャーから仕事と介護の両立について配慮はアドバイスはあったかをみると、いずれの就業形態でも３～５割弱が
「相談し、ケアマネジャーに仕事と介護の両立について配慮やアドバイスをしてもらった」と回答している。

◼ 一方、「相談できると思っていなかったので相談しなかった」「相談できると知っていたが相談しなかった、または知っていた
としても相談しなかった」と回答した、相談しなかった割合が４～６割弱を占めている。

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先

図表30 ケアマネジャーへの自身の仕事と介護の両立についての相談状況:単数回答（Q25）

47.6%

32.6%

33.8%

42.4%

11.2%

9.4%

10.6%

14.7%

23.0%

36.2%

29.4%

27.1%

18.2%

21.7%

25.0%

15.3%

0.0%

0.0%

1.3%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=357)

無期契約労働者(n=138)

有期契約労働者(n=160)

離職者(n=170)

相談し ケアマネジャーに仕事と介護の両立について配慮やアドバイスをしてもらった

相談したが ケアマネジャーからは特に仕事と介護の両立について配慮やアドバイスはなかった

仕事と介護の両立について相談できると思っていなかったので 相談しなかった

仕事と介護の両立について相談できると知っていたが相談しなかった または知っていたとしても相談しなかった

その他
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（３）職場から受けた情報提供やサポートの内容①

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 介護・手助をするようになってから、職場からどのような情報提供やサポートを受けたかをみると、「職場から特に情報提供や
サポートは受けていない・助けられたと感じない」と回答した割合は、正規職員が59.6％であった。また、無期契約労働者、有
期契約労働者は割合が高く、それぞれ76.6％、75.6％となっている。

図表31 職場から受けた情報提供やサポートの内容：①職場から情報提供やサポートを受けたもの
（正規労働者、無期契約労働者、有期契約労働者）：複数回答（Q26_1）

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先

20.7%

14.9%

11.9%

9.3%

8.7%

7.9%

7.6%

5.1%

6.1%

3.5%

0.2%

8.3%

6.0%

4.8%

4.6%

2.8%

2.5%

4.4%

2.8%

2.8%

1.6%

0.2%

10.7%

7.0%

5.1%

4.2%

3.5%

3.3%

3.5%

3.5%

5.1%

2.8%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【情報提供】

会社が従業員の仕事と介護の両立を支援する方

針を発信しているのを見聞きした

仕事と介護の両立支援制度や会社の支援策につ

いて説明を受けた

介護休業等の両立支援制度の内容や申出方法の

説明を受けた

介護休業等の両立支援制度の利用方法の説明を

受けた

介護休業給付金の内容について説明を受けた

介護休業 介護休暇期間について負担すべき社会

保険料の取り扱いに関する説明を受けた

介護保険制度の仕組み 認定手続き 利用方法 

サービスの内容について説明を受けた

障害福祉サービスの仕組み 手続き 利用方法 

サービスの内容について説明を受けた

介護が必要となった場合に相談すべき地域の相

談窓口について内容 探し方などの説明を受けた

介護休業の取得経験談など 仕事と介護の両立に

関する体験談の情報提供を受けた

その他の情報

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)

4.2%

2.2%

3.6%

6.9%

3.3%

3.1%

2.9%

1.6%

0.0%

7.2%

0.3%

0.2%

59.0%

0.9%

0.5%

0.2%

2.8%

0.9%

0.7%

1.6%

0.9%

0.0%

5.1%

0.2%

0.2%

76.6%

2.3%

1.2%

1.4%

5.6%

1.4%

0.9%

1.9%

0.5%

0.2%

7.0%

0.5%

0.7%

75.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【相談・交流】

社内相談窓口に相談した

外部専門家を招いた社内相談会に参加した

人事部からの定期的なフォローを受けた

上司との面談の機会があった

介護者向けの社内セミナーに参加した

介護を行う従業員同士の交流会に参加した

介護に関する定期的な情報発信があった

経営者からメッセージ等の発信があった

その他の方法

【職場の体制】

自身の仕事をカバーしてくれる応援や 代替

要員を手配してもらった

その他の体制

その他

職場から特に情報提供やサポートは受けて

いない 助けられたと感じない

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)
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（３）職場から受けた情報提供やサポートの内容②

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 介護・手助をするようになってから、職場からどのような情報提供やサポートを受けたかをみた。離職者のうち、離職時に正規
労働者だった者は、「会社が従業員の仕事と介護の両立を支援する方針を発信しているのを見聞きした」が37.5％、「仕事と介
護の両立支援制度や会社の支援策について説明を受けた」が23.7％となっている。

◼ 離職者のうち、離職時に無期契約労働者だった者、有期契約労働者だった者は、「職場から特に情報提供やサポートは受けてい
ない・助けられたと感じない」 がそれぞれ62.1％、73.3％となっている。

図表32 職場から受けた情報提供やサポートの内容：②そのうち、特に助けられたと感じるもの
（離職者：離職時の就業形態別）：複数回答（Q26_1）

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先

37.5%

23.7%

18.4%

17.6%

10.7%

11.9%

9.4%

7.0%

8.8%

4.4%

0.0%

17.9%

6.4%

10.7%

5.0%

4.3%

3.6%

2.9%

2.9%

1.4%

2.9%

0.0%

9.3%

9.3%

5.3%

4.0%

6.7%

2.7%

0.0%

2.7%

0.0%

4.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【情報提供】

会社が従業員の仕事と介護の両立を支援する方

針を発信しているのを見聞きした

仕事と介護の両立支援制度や会社の支援策につ

いて説明を受けた

介護休業等の両立支援制度の内容や申出方法

の説明を受けた

介護休業等の両立支援制度の利用方法の説明を

受けた

介護休業給付金の内容について説明を受けた

介護休業 介護休暇期間について負担すべき社

会保険料の取り扱いに関する説明を受けた

介護保険制度の仕組み 認定手続き 利用方法 

サービスの内容について説明を受けた

障害福祉サービスの仕組み 手続き 利用方法 

サービスの内容について説明を受けた

介護が必要となった場合に相談すべき地域の相

談窓口について内容 探し方などの説明を受けた

介護休業の取得経験談など 仕事と介護の両立に

関する体験談の情報提供を受けた

その他の情報

離職者：【離職時：正規労働者】(n=544)

離職者：【離職時：無期契約労働者】(n=140)

離職者：【離職時：有期契約労働者】(n=75)

5.7%

4.8%

5.7%

8.3%

5.7%

4.6%

5.5%

3.9%

0.0%

7.0%

0.4%

0.2%

38.6%

0.7%

0.0%

2.9%

4.3%

0.7%

0.7%

0.7%

0.7%

0.0%

6.4%

0.0%

0.0%

62.1%

2.7%

1.3%

0.0%

4.0%

2.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

10.7%

1.3%

0.0%

73.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【相談・交流】

社内相談窓口に相談した

外部専門家を招いた社内相談会に参加した

人事部からの定期的なフォローを受けた

上司との面談の機会があった

介護者向けの社内セミナーに参加した

介護を行う従業員同士の交流会に参加した

介護に関する定期的な情報発信があった

経営者からメッセージ等の発信があった

その他の方法

【職場の体制】

自身の仕事をカバーしてくれる応援や 代替

要員を手配してもらった

その他の体制

その他

職場から特に情報提供やサポートは受けて

いない 助けられたと感じない

離職者：【離職時：正規労働者】(n=544)

離職者：【離職時：無期契約労働者】(n=140)

離職者：【離職時：有期契約労働者】(n=75)
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16.7%

6.4%

9.3%

38.4%

25.0%

24.0%

22.6%

30.7%

24.0%

14.9%

27.9%

33.3%

7.4%

10.0%

9.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

離職時：正規労働者(n=544)

離職時：無期契約労働者(n=140)

離職時：有期契約労働者(n=75)

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない

15.1%

5.0%

6.7%

36.8%

27.9%

14.7%

25.2%

27.9%

29.3%

16.0%

28.6%

38.7%

7.0%

10.7%

10.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

離職時：正規労働者(n=544)

離職時：無期契約労働者(n=140)

離職時：有期契約労働者(n=75)

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない

（４）職場環境の状況

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 介護のことについて、上司や同僚に話したり、相談したりできる雰囲気が職場にあると思うかについて、「あまりそう思わな
い」「そう思わない」を合わせた割合は、正規労働者が４割程度、無期契約労働者、有期契約者が５～６割程度となっている。

◼ 回答者の職場は、仕事と介護を両立できる働き方に変更しやすい環境にあると思うかをみると、正社員と比較して、無期契約労
働者、有期契約労働者の方が、 「あまりそう思わない」「そう思わない」を合わせた割合が高い傾向がみられる。

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先

図表33 介護に関する職場への相談しやすさ:単数回答（Q28）

＜正規労働者・無期契約労働者・有期契約労働者＞

図表34 仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ:単数回答（Q29）

＜正規労働者・無期契約労働者・有期契約労働者＞

＜離職者（離職時の就業形態別）＞＜離職者（離職時の就業形態別）＞

11.3%

8.7%

9.8%

36.5%

27.4%

27.0%

25.4%

27.6%

24.4%

17.8%

21.4%

23.0%

9.0%

14.9%

15.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない

9.6%

9.2%

8.1%

37.3%

31.3%

29.3%

26.9%

26.4%

26.3%

17.3%

19.8%

23.3%

8.9%

13.3%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない
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10.4%

9.4%

7.0%

9.1%

26.9%

22.1%

24.7%

29.4%

29.3%

28.7%

26.0%

25.7%

11.5%

10.6%

13.0%

13.8%

13.4%

14.0%

15.3%

14.5%

8.6%

15.2%

14.0%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)

離職者(n=759)

Aに近い どちらかというとAに近い どちらともいえない

どちらかというとBに近い Bに近い わからない

（５）介護休業に関する考え方

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 介護休業に関する回答者の考え方について、 「A：介護休業期間は主に仕事を続けながら介護をするための体制を構築する期間
である」と「B：介護休業期間は介護に専念するための期間である」のうち、回答者の考えに近いものをみると、「Ａ」もしく
は「どちらかというとＡ」と回答した割合は３～４割程度に留まっている。

◼ 令和３年度調査と比較すると、Ａに近い考え方の割合はほぼ変化していない。

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先

図表35 介護休業に関する考え方：単数回答（Q31）
【令和３年度調査より】

A：介護休業期間は主に仕事を続ながら介護をするための体制を構築する期間である

B：介護休業期間は介護に専念するための期間である

図表36 介護休業に関する考え方：単数回答（Q30）

8.7%

6.4%

7.4%

11.2%

30.1%

27.2%

25.7%

28.6%

31.3%

32.7%

29.7%

30.4%

15.0%

15.8%

14.5%

14.2%

8.8%

6.4%

11.4%

9.5%

6.1%

11.4%

11.4%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

Ａに近い どちらかというとＡに近い どちらともいえない

どちらかというとＢに近い Ｂに近い わからない

令和３年度調査の結果は、「令和３年度厚生労働省委託事業 仕事と介護の両立等に関する
実態把握のための調査研究事業（調査実施機関：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会
社）」による。以降同様。
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（６）利用している・利用したことがある勤務先の両立支援制度

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 回答者が最も時間をかけて介護・手助している家族の介護・手助のために利用している・利用したことがある勤務先の両立支援
制度をみると、正規労働者、無期契約者、有期契約労働者については「⑤年次有給休暇制度：１日単位での利用」の割合が高く
なっている。

◼ 離職者については、離職者時に正規労働者だった者は、他と比較して「①介護休業制度」の割合が高い傾向がみられる。

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先

図表37 利用している・利用したことがある勤務先の両立支援制度
【 「制度を利用した」と回答した割合】：単数回答（Q31_1～21）
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（７）勤務先の両立支援制度の利用目的：①介護休業制度

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先

図表38 勤務先の両立支援制度の利用目的：①介護休業制度：複数回答（Q36_1）

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 介護休業制度を利用している・利用したことがある者について、どのような介護・手助を行うために利用したかをみると、正規
労働者・離職者のうち離職時に正規労働者だった者のいずれについても、「排せつの介助」「食事の介助」「定期的な見守り、
声掛け」が上位となっている。

◼ 両者を比較すると、正規労働者の方が「金銭の管理」「入退院（入退所）の手続き」「通院の送迎や外出の手続き」、離職者の
うち離職時に正規労働者だった者の方が「排せつの介助」の割合がやや高くなっている。

※無期契約労働者、有期契約労働者は取得経験者が少なかったため、正規労働者の結果を掲載。
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離職者【離職時：正規労働者】(n=175)
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（７）勤務先の両立支援制度の利用目的：②介護休暇制度

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 介護休暇制度を利用している・利用したことがある者について、どのような介護・手助を行うために利用したかをみると、正規
労働者・離職者のうち離職時に正規労働者だった者のいずれについても、「定期的な見守り、声掛け」の割合が高くなっている。

◼ 両者を比較すると、正規労働者の方が離職者のうち離職時に正規労働者だった者に比べ、直接的な介護以外の項目で割合が高く、
特に「通院の送迎や外出の手助」で差が大きくなっている。

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先

図表39 勤務先の両立支援制度の利用目的：②介護休暇制度：複数回答（Q36_2）

※無期契約労働者、有期契約労働者は取得経験者が少なかったため、正規労働者の結果を掲載。
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（７）勤務先の両立支援制度の利用方法：③年次有給休暇制度

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 年次有給休暇制度を利用している・利用したことがある者について、どのような介護・手助を行うために利用したかをみると、
正規労働者については「通院の送迎や外出の手助」の割合がもっとも高く、離職者のうち離職時に正規労働者だった者について
は「定期的な見守り、声かけ」「通院の送迎や外出の手助」等が上位となっている。

◼ 両者を比較すると、「②介護休暇制度」と同様に、正規労働者の方が離職者のうち離職時に正規労働者だった者に比べ、直接的
な介護以外の項目で割合が高く、特に「通院の送迎や外出の手助」で差が大きくなっている。

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先

図表40 勤務先の両立支援制度の利用方法：③年次有給休暇制度：複数回答（Q36_3）
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正規労働者(n=347)

離職者【離職時：正規労働者】(n=179 )
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（８）利用したかった勤務先の両立支援制度

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 勤務先の両立支援制度について、 「【会社に制度があった】制度を利用しなかったが、利用したかった」「【会社に制度がな
かった】制度を利用したかった」の割合の合計をみると、いずれの両立支援制度についても正規労働者において、利用したかっ
た割合が高い傾向にある。また、離職者の方がその他の就業形態と比べて、各種制度を利用したかった割合が高い傾向にある。

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先

図表41 利用したかった勤務先の両立支援制度
【「【会社に制度があった】利用したことはないが、利用したかった」「【会社に制度がなかった】制度を利用したかった」】の割合の合計

：単数回答（Q31）
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離職者:【離職時：正規労働者】(n=544) 離職者:【離職時：無期契約労働者】(n=140) 離職者:【離職時：有期契約労働者】(n=75)
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（９）どのような時に、介護休暇制度を時間単位で取得したか

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 正規労働者について、どのような時に介護休暇制度を時間単位で取得したかをみると、「定期的な見守り、声掛け」の割合が
もっとも高く、次いで「通院の送迎や外出の手助」となっている。離職者のうち離職時に正規労働者だった者では、「定期的な
見守り、声掛け」の割合がもっとも高く、次いで「排せつの介助」「食事の介助」「入浴の介助」となっている。

◼ 両者を比較すると、正規労働者は「入退院の手続き」「通院の送迎や外出の介助」、離職者のうち離職時に正規労働者だった者
は「排せつの介助」の割合が高い傾向がみられる。

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先

図表42 介護休暇制度の時間単位取得経験者：どのような時に、介護休暇制度を時間単位で取得したか：複数回答（Q37）
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18.1%

19.4%
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排せつの介助

食事の介助

入浴の介助

定期的な見守り 声かけ

食事の支度や掃除 洗濯などの家事等の支援

ちょっとした買い物やゴミ出し

被介護者とともに過ごす

金銭の管理

介護 手助の役割分担やサービス利用等にかかわる調整 手続き

入退院の手続き

通院の送迎や外出の手助

緊急搬送 緊急入院などの急変時の対応

関係機関（警察・施設等）からの呼び出し対応

終末期の対応

その他

正規労働者(n=72)

離職者【離職時：正規労働者】(n=85)
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（10）介護休業制度を利用しない（しなかった）理由

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 正規労働者について、介護休業制度を利用しない（しなかった）理由をみると、「代替職員がいない」の割合がもっとも高く、
次いで「勤務先の介護休業制度の利用要件を満たしていない」「業務量が多い、仕事が忙しい」の順となっている。

◼ 離職者のうち離職時に正規労働者だった者をみると、「勤務先の介護休業制度の利用要件を満たしていない」の割合がもっとも
高く、正規労働者と比較しても回答割合がより高い傾向がみられる。また、次いで「勤務先の介護休業制度を知らない」「勤務
先に介護の相談窓口がない」の割合も高くなっている。

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先

図表43 介護休業制度を利用しない（しなかった）理由:複数回答（Q38_1）

＜正規労働者・無期契約労働者・有期契約労働者＞ ＜離職者＞
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職場に介護休業制度を利用しにくい雰囲気がある

代替職員がいない

業務量が多い 仕事が忙しい

介護休業制度を利用すると収入が減る

人事評価 待遇に悪影響がでる可能性がある

在宅勤務等の柔軟な働き方で対応

介護休暇制度や短時間勤務制度などその他の介護

のための両立支援制度を利用

年次有給休暇制度や勤務先独自の制度を利用

介護サービスの利用 施設への入所により 休業する

必要がない

介護 手助をしている家族の状態は 長期間 休業する

必要がない

その他

離職者【離職時：正規労働者】(n=133 )

離職者【離職時：無期契約労働者】

(n=23)

離職者【離職時：有期契約労働者】

(n=12)
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勤務先の介護休業制度の利用要件を満たしていない

勤務先の介護休業制度を知らない

勤務先に介護の相談窓口がない

職場に介護休業制度を利用している人がいない

職場に介護休業制度を利用しにくい雰囲気がある

代替職員がいない

業務量が多い 仕事が忙しい

介護休業制度を利用すると収入が減る

人事評価 待遇に悪影響がでる可能性がある

在宅勤務等の柔軟な働き方で対応

介護休暇制度や短時間勤務制度などその他の介護

のための両立支援制度を利用

年次有給休暇制度や勤務先独自の制度を利用

介護サービスの利用 施設への入所により 休業する

必要がない

介護 手助をしている家族の状態は 長期間 休業す

る必要がない

その他

正規労働者(n=337)

無期契約労働者(n=73)

有期契約労働者(n=86)

※「離職者：【離職時：無期契約労働者】、「離職者：【離職時：有期契約労働者】は
サンプルサイズが小さいため、参考値。
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（11）介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 正規労働者について、介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由をみると、「勤務先の介護休暇制度の利用要件を満たして
いない」の割合がもっとも高く、次いで「介護サービスの利用、施設の入所により、休業する必要がない」の順となっている。

◼ 離職者のうち離職時に正規労働者だった者をみると、同様に「勤務先の介護休暇制度の利用要件を満たしていない」の割合が
もっとも高いが、正規労働者と比較して、回答割合がより高くなっている。また、次いで「勤務先の介護休暇制度を知らない」
の割合も高くなっている。

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先

図表44 介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由:複数回答（Q39_1）
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職場に介護休暇制度を利用している人がいない

職場に介護休暇制度を利用しにくい雰囲気がある

代替職員がいない

業務量が多い 仕事が忙しい

介護休暇制度を利用すると収入が減る

人事評価 待遇に悪影響がでる可能性がある

在宅勤務等の柔軟な働き方で対応

介護休業制度や短時間勤務制度などその他の介護の

ための両立支援制度を利用

年次有給休暇制度や勤務先独自の制度を利用

介護サービスの利用 施設への入所により 休業する必

要がない

その他

正規労働者(n=250)

無期契約労働者(n=65)

有期契約労働者(n=73)
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業務量が多い 仕事が忙しい

介護休暇制度を利用すると収入が減る

人事評価 待遇に悪影響がでる可能性がある

在宅勤務等の柔軟な働き方で対応

介護休業制度や短時間勤務制度などその他の介護

のための両立支援制度を利用

年次有給休暇制度や勤務先独自の制度を利用
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その他

離職者【離職時：正規労働者】(n=108)

離職者【離職時：無期契約労働者】

(n=21)

離職者【離職時：有期契約労働者】

(n=11)

＜正規労働者・無期契約労働者・有期契約労働者＞ ＜離職者＞

※「離職者：【離職時：無期契約労働者】、「離職者：【離職時：有期契約労働者】は
サンプルサイズが小さいため、参考値。
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（12）テレワークを活用したい理由

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 制度の有無に関わらず、どのような理由でテレワークを活用したいかをみると、いずれの就業形態でも各項目が２～３割程度と
なっており、活用したい理由は、個々の状況に応じて多様であることがうかがえる。

◼ また、無期契約労働者、有期契約労働者は、正規労働者と比較して「わからない」の割合が高くなっている。

図表45 テレワークを活用したい理由：複数回答（Q41）

５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先
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見守りが必要なため
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食事などの介護 手助を行うため

その他
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離職者：【離職時：正規労働者】

(n=544)
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６．職場での仕事と介護の両立の状況等
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（１）職場での仕事と介護の両立の状況等

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 仕事と介護・手助を両立するために、どのように働き方を変えたいと思うかをみると、正規労働者は他と比較して、「残業時間
をなくしたい」「通常勤務から短時間勤務に変えたい」の割合が高い傾向がみられる。

図表46 仕事と介護・手助を両立するために、どのように働き方を変えたいか：複数回答（Q44）

６．職場での仕事と介護の両立の状況等
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28.5%

1.0%

18.2%

14.3%

6.4%

8.5%

13.1%

13.8%

31.0%

2.1%

27.4%

14.7%

5.1%

9.5%

11.4%

16.7%

35.8%

1.6%

23.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

残業時間をなくしたい

深夜勤務をなくしたい

交替制 シフト勤務の働き方を変えたい

通常勤務から短時間勤務に変えたい

現在の仕事を辞めたい 又は転職したい

変えたいと思わない

その他

わからない

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)



45 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

LINE 本文ページ

（１）職場での仕事と介護の両立の状況等

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 現在の勤務先で介護・手助をしながら、仕事を続けることができると思うかをみると、いずれの就業形態でも、「続けられない
と思う」「おそらく続けられないと思う」を合わせ、「続けられない」と思っている割合が２～３割を占めている。

６．職場での仕事と介護の両立の状況等

図表47 現在の勤務先で介護・手助をしながら、仕事を続けることができると思うか：単数回答（Q45）

18.3%

16.6%

16.0%

40.5%

33.6%

34.2%

13.6%

17.0%

18.1%

11.3%

13.3%

14.2%

16.3%

19.5%

17.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1,100)

無期契約労働者(n=435)

有期契約労働者(n=430)

続けられると思う おそらく続けられると思う おそらく続けられないと思う 続けられないと思う わからない
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17.9%

5.1%

2.8%

32.0%

15.3%

8.4%

34.2%

36.5%

55.9%

9.6%

17.9%

11.2%

6.3%

25.2%

21.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

続けられると思う(n=647)

続けられないと思う(n=274)

わからない(n=179)

当てはまる まあ当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない

16.1%

5.5%

2.2%

32.6%

18.6%

11.2%

30.6%

28.5%

50.3%

10.2%

21.9%

14.5%

10.5%

25.5%

21.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

続けられると思う(n=647)

続けられないと思う(n=274)

わからない(n=179)

当てはまる まあ当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない

23.0%

4.4%

6.1%

19.6%

16.8%

9.5%

17.9%

22.3%

41.9%

9.1%

12.8%

6.1%

30.3%

43.8%

36.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

続けられると思う(n=647)

続けられないと思う(n=274)

わからない(n=179)

当てはまる まあ当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない

28.9%

8.8%

6.7%

36.9%

26.6%

15.6%

21.8%

26.3%

51.4%

7.9%

16.8%

9.5%

4.5%

21.5%

16.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

続けられると思う(n=647)

続けられないと思う(n=274)

わからない(n=179)

当てはまる まあ当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない

29.1%

9.9%

13.4%

34.2%

29.2%

14.5%

16.4%

27.7%

46.9%

9.9%

15.0%

6.1%

10.5%

18.2%

19.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

続けられると思う(n=647)

続けられないと思う(n=274)

わからない(n=179)

当てはまる まあ当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない

13.6%

19.7%

8.4%

22.9%

23.0%

14.0%

19.0%

23.4%

41.9%

21.8%

17.2%

14.0%

22.7%

16.8%

21.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

続けられると思う(n=647)

続けられないと思う(n=274)

わからない(n=179)

当てはまる まあ当てはまる どちらともいえない あまり当てはまらない 当てはまらない

（２）勤務先の働き方や職場環境について

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 介護・手助をしながら仕事を続けることができると思うと回答した人の方が、残業の状況、休暇取得のしやすさ、テレワーク、
休みが必要になった場合のカバー体制、管理職の意識について、働きやすい職場環境にある割合が高くなっている。

６．職場での仕事と介護の両立の状況等

図表48 【正規労働者】就業継続の見込み別 職場の働き方や職場環境：単数回答（Q43）

①ほぼ毎日残業がある

②残業するかどうかを自分で決めることができる

③年次有給休暇を取得しやすい

④必要があればテレワークができる

⑤休みが必要になった際にも、上司や同僚から業務をカバーしてもらえる

⑥職場の管理職はワーク・ライフ・バランスを大切にしている

※現在の勤務先で介護・手助をしながら、仕事を続けることができると思うか（Q45）について、「続けられると思う」「おそらく続けられ
ると思う」と回答した者を「続けられると思う」、「おそらく続けられないと思う」「続けられないと思う」と回答した者を「続けられない
と思う」、「わからない」と回答した者を「わからない」とした。
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（３）現在の勤務先で介護・手助をしながら、仕事を続けられないと思う理由

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 現在の勤務先で介護・手助をしながら、仕事を続けられないと思う理由をみると、「勤務先の問題」が５割前後となっている。

◼ 令和３年度調査と比較すると、「家族・親族等の希望」の割合がやや低くなっている。

６．職場での仕事と介護の両立の状況等

図表49 現在の勤務先で「介護・手助」をしながら、仕事を
続けられないと思う理由:複数回答（Q43）

【令和３年度調査より】

図表50 現在の勤務先で介護・手助をしながら、仕事を続け
られないと思う理由:複数回答（Q46）

52.3%

33.1%

29.4%

5.8%

45.2%

31.2%

30.1%

11.8%

48.9%

28.3%

35.9%

10.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務先の両立支援制度の問題や介護休業等を

取得しづらい雰囲気等がある

【勤務先の問題】

介護保険サービスや障害福祉サービス等が

利用できない、利用方法がわからない等がある

【サービスの問題】

手助・介護が必要な家族、

その他家族・親族等の希望がある

【家族・親族等の希望】

上記以外の理由

正規労働者(n=432)

無期契約労働者(n=93)

有期契約労働者(n=92)

55.1%

33.9%

20.1%

6.2%

50.8%

25.8%

22.7%

6.1%

46.8%

30.9%

30.2%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務先の両立支援制度の問題や介護休業等を

取得しづらい雰囲気等がある

【勤務先の問題】

介護保険サービスや障害福祉サービス等が

利用できない 利用方法がわからない等がある

【サービスの問題】

介護 手助が必要な家族 

その他家族 親族等の希望がある

【家族 親族等の希望】

上記以外の理由

正規労働者(n=274)

無期契約労働者(n=132)

有期契約労働者(n=139)
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60.2%

19.0%

43.4%

38.9%

25.7%

18.6%

1.3%

69.0%

16.7%

42.9%

38.1%

35.7%

26.2%

2.4%

62.2%

33.3%

48.9%

26.7%

17.8%

13.3%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務先に介護休業制度等の両立支援制度

が整備されていない

勤務先の介護休業制度等の両立支援制度の

利用要件を満たしていない

勤務先に介護休業制度等の両立支援制度を

利用しにくい雰囲気がある

代替職員がおらず、介護休業制度等の

両立支援制度の利用ができない

職場の労働時間が長い、深夜勤務

・シフト勤務があるなど、労働時間に問題がある

人事評価など待遇に悪影響がでる可能性がある

その他

正規労働者(n=226)

無期契約労働者(n=42)

有期契約労働者(n=45)

56.3%

19.2%

32.5%

33.8%

26.5%

14.6%

0.0%

55.2%

17.9%

31.3%

26.9%

11.9%

10.4%

3.0%

56.9%

16.9%

44.6%

41.5%

23.1%

16.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務先に介護休業制度等の両立支援制度が

整備されていない

勤務先の介護休業制度等の両立支援制度の

利用要件を満たしていない

勤務先に介護休業制度等の両立支援制度を

利用しにくい雰囲気がある

代替職員がおらず 介護休業制度等の

両立支援制度の利用ができない

職場の労働時間が長い 深夜勤務

 シフト勤務があるなど 労働時間に問題がある

人事評価など待遇に悪影響がでる可能性がある

その他

正規労働者(n=151)

無期契約労働者(n=67)

有期契約労働者(n=65)

（３）現在の勤務先で介護・手助をしながら、仕事を続けられないと思う理由

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 現在の勤務先で介護・手助をしながら、仕事を続けられないと思う理由で「勤務先の問題」を選んだ者について、その理由をみ
ると、「勤務先に介護休業制度等の両立支援制度が整備されていない」の割合が高い。

◼ 令和３年度調査と比較すると、無期契約労働者は、「労働時間に問題がある」が35.7％から11.9％へ、「人事評価など待遇に悪
影響がでる可能性がある」が26.2％から10.4％へと低下している。一方、有期契約労働者は、「代替職員がおらず、介護休業制
度等の両立支援制度の利用ができない」が26.7％から41.5％へと高くなっている。

６．職場での仕事と介護の両立の状況等

図表51 具体的な理由：勤務先の問題:複数回答（Q44）
【令和３年度調査より】

図表52 具体的な理由：勤務先の問題:複数回答（Q47）
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（３）現在の勤務先で介護・手助をしながら、仕事を続けられないと思う理由

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 現在の勤務先で介護・手助をしながら仕事を続けられないと思う理由で「サービスの問題」を選んだ者について、その理由をみ
ると、「介護保険サービスの時間が合わず利用できない」「介護保険サービスの仕組みや手続き､サービスや施設の利用方法がわ
からない」の割合が高い。

◼ 令和３年度調査と比較すると、正規労働者で「介護保険サービスについて利用待ちが発生しており、利用できない」の割合が
37.1％から26.9％へと低下している。

６．職場での仕事と介護の両立の状況等

図表53 具体的な理由：サービスの問題:複数回答（Q45）
【令和３年度調査より】

図表54 具体的な理由：サービスの問題:複数回答（Q48）

20.4%

26.9%

33.3%

38.7%

12.9%

12.9%

15.1%

16.1%

0.0%

5.9%

26.5%

23.5%

17.6%

8.8%

14.7%

17.6%

11.8%

11.8%

25.6%

16.3%

27.9%

34.9%

11.6%

9.3%

2.3%

27.9%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護保険サービスについて希望するサービスが

地域で提供されておらず 利用できない

介護保険サービスについて利用待ちが

発生しており 利用できない

介護保険サービスの時間が合わず利用できない

介護保険サービスの仕組みや手続き 

サービスや施設の利用方法がわからない

障害福祉サービスについて希望するサービスが

地域で提供されておらず 利用できない

障害福祉サービスについて利用待ちが発生しており 

利用できない

障害福祉サービスの時間が合わず利用できない

障害福祉サービスの仕組みや手続き 

サービスや施設の利用方法がわからない

その他

正規労働者(n=93)

無期契約労働者(n=34)

有期契約労働者(n=43)

25.9%

37.1%

28.0%

30.8%

16.1%

7.0%

11.9%

21.7%

3.5%

17.2%

27.6%

10.3%

41.4%

6.9%

6.9%

3.4%

10.3%

3.4%

23.1%

23.1%

23.1%

34.6%

15.4%

7.7%

11.5%

50.0%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護保険サービスについて希望するサービスが

地域で提供されておらず、利用できない

介護保険サービスについて利用待ちが

発生しており、利用できない

介護保険サービスと時間が合わず利用できない

介護保険サービスの仕組みや手続き、

サービスや施設の利用方法がわからない

障害福祉サービスについて希望するサービスが

地域で提供されておらず、利用できない

障害福祉サービスについて利用待ちが

発生しており、利用できない

障害福祉サービスと時間が合わず利用できない

障害福祉サービスの仕組みや手続き、

サービスや施設の利用方法がわからない

その他

正規労働者(n=143)

無期契約労働者(n=29)

有期契約労働者(n=26)
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サブセクション

７．介護離職・再就職の状況
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12.1%

9.6%

20.8%

24.6%

22.9%

21.1%

14.5%

14.9%

15.6%

16.2%

14.2%

13.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度調査

離職者(n=945)

今年度調査

離職者(n=759)

１か月未満 １～３か月未満 ３～６か月未満 ６か月～１年未満 １年以上 わからない

（１）離職までの期間、離職理由

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 離職者について、介護・手助を始めてから、介護・手助のために仕事を辞めた時までの期間をみると、半年未満が過半数を占め
ており、比較的、介護を初めて短い期間で離職している者が多いことがうかがえる。

◼ 令和３年度調査と比較すると、半年未満で辞めた割合に大きな変化はみられない。

７．介護離職・再就職の状況

図表55 介護・手助を始めてから、介護・手助のために離職した時までの期間:単数回答
（令和３年度調査：Q45、今年度調査：Q49）

55.3％

55.8％
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（１）離職までの期間、離職理由

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 介護・手助のために仕事を辞めた理由をみると、離職時の就業形態に関わらず、「勤務先の問題」は約３割となっている。また、
他と比較して、離職時に正規労働者だった者は「サービスの問題」、無期契約労働者だった者、有期契約労働者だった者は「心
身の状況」の割合が高く、それぞれ約3割となっている。

◼ 令和３年度調査と比較すると、「勤務先の問題」の割合がやや低くなっている。

７．介護離職・再就職の状況

図表56 「介護・手助」のために、仕事を辞めた理由
:複数回答（Q48）【令和３年度調査より】

43.4%

30.2%

20.6%

22.0%

3.3%

48.8%

35.4%

17.4%

17.6%

1.7%

35.1%

23.9%

24.4%

28.8%

3.4%

32.6%

17.4%

28.5%

30.6%

9.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（仕事を続けたかったが、）勤務先の両立支援制度の

問題や介護休業等を取得しづらい雰囲気等があった

【勤務先の問題】

（仕事を続けたかったが、）介護保険サービスや

障害福祉サービス等が利用できなかった、

利用方法がわからなかった等があった

【サービスの問題】

（仕事を続けたかったが、）手助・介護が必要な家族、

その他家族・親族の希望等があった

【家族・親族等の希望】

自分の希望（仕事を続けたくなかった）

その他

離職者：全体(n=945)

離職者：

【離職時：正規労働者】(n=596)

離職者：

【離職時：無期契約労働者】

(n=205)

離職者：

【離職時：有期契約労働者】

(n=144)

32.4%

25.6%

14.9%

19.5%

1.7%

13.3%

16.7%

33.1%

30.3%

14.5%

14.7%

1.3%

12.3%

17.1%

30.7%

15.0%

15.7%

30.7%

2.1%

16.4%

15.0%

30.7%

10.7%

16.0%

33.3%

4.0%

14.7%

17.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事を続けたかったが 勤務先の両立支援制度の

問題や介護休業等を取得しづらい雰囲気等があった

【勤務先の問題】

仕事を続けたかったが 介護保険サービスや

障害福祉サービス等が利用できなかった 

利用方法がわからなかった

【サービスの問題】

仕事を続けたかったが 介護 手助が必要な家族 

その他家族 親族の希望等があった

【家族 親族等の希望】

仕事を続けたかったが 精神的 身体的に

続けられる状態ではなかった

【心身の状況】

仕事を続けたかった:その他の理由

介護 手助をしたいと思い 仕事を辞めたかった

介護 手助にかかわらず 仕事を辞めたかった

離職者：全体(n=759)

離職者：【離職時：正規労働者】

(n=544)

離職者：【離職時：無期契約労働者】

(n=140)

離職者：【離職時：有期契約労働者】

(n=75)

図表57 介護・手助のために離職した際の就業継続意向・
離職理由:複数回答（Q50）
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（２）離職理由となった勤務先の問題、利用したかった両立支援制度等

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 勤務先の問題で離職した者について、仕事を辞める理由となった勤務先の問題をみると、「勤務先に介護休業制度等の両立支援
制度が整備されていなかった」が５割程度、「勤務先に介護休業制度等の両立支援制度を利用しにくい雰囲気があった」が４割程
度となっている。

◼ 令和３年度調査と比較すると、「勤務先に介護休業制度等の両立支援制度が整備されていなかった」の割合が低くなっている。

７．介護離職・再就職の状況

図表58 仕事を辞める理由となった勤務先の問題
:複数回答（Q49）【令和３年度調査より】

図表59 仕事を辞める理由となった勤務先の問題
:複数回答（Q51）
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11.4%

10.2%
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48.8%

11.6%

20.9%

9.3%

34.9%
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14.0%

20.9%

0.0%

30.4%

17.4%

39.1%

34.8%

21.7%

0.0%

21.7%

13.0%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務先に介護休業制度等の

両立支援制度が整備されていなかった

勤務先の介護休業制度等の両立支援制度の

利用要件を満たしていなかった

勤務先に介護休業制度等の両立支援制度を

利用しにくい雰囲気があった

代替職員がおらず 介護休業制度等の

両立支援制度の利用ができなかった

職場の労働時間が長い 深夜勤務 シフト勤務が

あるなど 労働時間に問題があった

転勤のある職場で 就業継続が難しかった

介護が必要な被介護者と居住地が離れており 

引っ越して就業継続することが難しかった

人事評価 待遇に悪影響がでる

可能性があると思った

その他

離職者：全体(n=246)

離職者：【離職時：正規労働者】(n=180)

離職者：【離職時：無期契約労働者】

(n=43)

離職者：【離職時：有期契約労働者】

(n=23)

63.7%

29.8%

35.4%

23.2%

18.5%

9.0%

10.0%

12.4%

1.7%

65.3%

30.2%

34.7%

19.6%

16.8%

10.7%

10.3%

10.7%

0.0%

59.7%

31.9%

36.1%

31.9%

19.4%

2.8%

6.9%

11.1%

4.2%

59.6%

23.4%

38.3%

31.9%

27.7%

8.5%

12.8%

25.5%

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務先に介護休業制度等の

両立支援制度が整備されていなかった

勤務先の介護休業制度等の両立支援制度の

利用要件を満たしていなかった

勤務先に介護休業制度等の両立支援制度を

利用しにくい雰囲気があった

代替職員がおらず、介護休業制度等の

両立支援制度の利用ができなかった

職場の労働時間が長い、深夜勤務・シフト勤務が

あるなど、労働時間に問題があった

転勤のある職場で（転勤の予定があり）、

就業継続が難しかった

介護が必要な要介護者と居住地が離れており、

引っ越して就業継続することが難しかった

人事評価・待遇に悪影響がでる可能性があると思った

その他

離職者：全体(n=410)

離職者：【離職時：正規労働者】(n=291)

離職者：【離職時：無期契約労働者】

(n=72)

離職者：【離職時：有期契約労働者】

(n=47)
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（２）離職理由となった勤務先の問題、利用したかった両立支援制度等

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 仕事を辞める前、どのような仕事と介護の両立支援制度を利用したかったかをみると、「介護休業制度」の割合が高く、離職時
に正規労働者だった者で７割、無期契約労働者だった者・有期契約労働者だった者で約半数となっている。

◼ 令和３年度調査と比較すると、大きな傾向の違いはみられない。

７．介護離職・再就職の状況

図表60 仕事を辞める前、どのような仕事と介護の両立支援
制度を利用したかったか:複数回答（Q49）

【令和３年度調査より】

図表61 仕事を辞める前、どのような仕事と介護の両立支援
制度を利用したかったか:複数回答（Q52_1）
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26.8%

17.9%
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10.2%

17.5%
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70.0%

40.0%

28.9%

17.8%

15.0%

8.9%

16.7%

0.6%

7.8%

53.5%

25.6%

23.3%

20.9%

18.6%

18.6%

18.6%

0.0%

27.9%

52.2%

43.5%

17.4%

13.0%

17.4%

4.3%

21.7%

0.0%

21.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護休業制度

介護休暇制度

所定外労働を短縮する制度

所定外労働を制限する制度

時間外労働を制限する制度

深夜業を制限する制度

テレワーク

その他

特になし

離職者：全体(n=246)

離職者：【離職時：正規労働者】(n=180)

離職者：【離職時：無期契約労働者】(n=43)

離職者：【離職時：有期契約労働者】(n=23)

64.4%

40.5%

29.5%

21.5%

19.8%

12.4%

0.5%

17.3%

64.6%

41.2%

30.2%

21.0%

19.9%

11.0%

0.0%

15.5%

63.9%

44.4%

29.2%

26.4%

18.1%

13.9%

0.0%

19.4%

63.8%

29.8%

25.5%

17.0%

21.3%

19.1%

4.3%

25.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護休業制度

介護休暇制度

所定外労働を短縮する制度

所定外労働を制限する制度

時間外労働を制限する制度

深夜業を制限する制度

その他

特になし

離職者：全体(n=410)

離職者：【離職時：正規労働者】(n=291)

離職者：【離職時：無期契約労働者】(n=72)

離職者：【離職時：有期契約労働者】(n=47)



55 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

LINE 本文ページ

57.7%

36.2%

24.0%

0.4%

13.8%

60.6%

38.9%

20.6%

0.6%

8.9%

53.5%

34.9%

25.6%

0.0%

27.9%

43.5%

17.4%

47.8%

0.0%

26.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取得1週間前でも申請できるなど 

介護休業取得の申請期間がより短くても申請可能であるとよかった

もっと細かく分割取得ができるとよかった

介護休業中でも ある程度柔軟に就労できる仕組みがあるとよかった

その他

特に制度上の問題はなかった

離職者：全体(n=246)

離職者：【離職時：正規労働者】(n=180)

離職者：【離職時：無期契約労働者】(n=43)

離職者：【離職時：有期契約労働者】(n=23)

（３）両立支援制度への希望

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 勤務先の課題で離職した者について、介護休業制度がどのような制度であれば、制度を上手く活用して、仕事を続けることがで
きたと思うかをみると、離職時に正規労働者または無期契約労働者だった者は、「取得１週間前でも申請できるなど、介護休業
取得の申請期間がより短くても申請可能であるとよかった」の割合が高く、それぞれ60.6％、53.5％となっている。

◼ 離職時に有期契約労働者だった者は、「介護休業中でも､ある程度柔軟に就労できる仕組みがあるとよかった」の割合が高く、
47.0％となっている。

７．介護離職・再就職の状況

図表62 介護休業制度がどのような制度であれば、制度を上手く活用して、仕事を続けることができたと思うか:複数回答（Q52_2）
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（４）職場の取組への希望

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ どのような職場の取組があれば、仕事を続けられたと思うかをみると、離職時点の就業形態に関わらず「仕事と介護の両立支援
制度に関する個別の周知」が５～６割程度でもっとも割合が高くなっている。

◼ また、離職時に有期契約労働者だった者は、他と比較して、「仕事と介護の両立支援制度に関する個別の周知」「仕事と介護の
両立に関する自社の事例の収集･提供」「仕事と介護の両立に関する自社の方針の周知」の割合が高くなっている。ただし、サ
ンプサイズが小さいため、解釈には留意が必要。

７．介護離職・再就職の状況

図表63 どのような職場の取組があれば、仕事を続けられたと思うか:複数回答（Q52_3）

56.9%

26.0%

30.1%

21.1%

14.6%

0.8%

13.0%

57.2%

28.9%

30.0%

20.0%

12.2%

0.6%

9.4%

51.2%

11.6%

27.9%

20.9%

16.3%

2.3%

25.6%

65.2%

30.4%

34.8%

30.4%

30.4%

0.0%

17.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事と介護の両立支援制度に関する個別の周知

仕事と介護の両立支援制度に関する研修

仕事と介護の両立に関する相談窓口の設置

仕事と介護の両立に関する自社の事例の収集 提供

仕事と介護の両立に関する自社の方針の周知

その他

特になし

離職者：全体(n=246)

離職者：【離職時：正規労働者】(n=180)

離職者：【離職時：無期契約労働者】(n=43)

離職者：【離職時：有期契約労働者】(n=23)
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（４）再就職までの期間、再就職した理由、働き方等の変化

※特に断りがない限り、「離職者」は直近の離職時の状況。また、「介護・手助している家族」は回答者が最も時間をかけて介護・手助している人。

◼ 離職後に再就職した者について、介護・手助のために仕事を辞めてから、再就職したときまでの期間をみると、半年未満が
56.1％を占めている。再就職をした理由をみると、「仕事と介護・手助の両立が可能な職場だった」「介護サービスの利用によ
り､介護･手助の負担が減った」がそれぞれ25.2％でもっとも割合が高い。働き方等の変化をみると、「正規雇用を選んだ」が
45.9％でもっとも割合が高くなっている。

７．介護離職・再就職の状況

図表64  【離職後、再就職した者】 介護・手助のために
仕事を辞めてから、再就職した時までの期間:単数回答（Q54）

図表66  【離職後、再就職した者】 介護・手助を機に離職してから
再就職した際の雇用形態や就労環境、勤務場所:複数回答（Q56）

図表65  【離職後、再就職した者】 介護・手助を機に
仕事を辞めてから、再就職した理由:複数回答（Q55）

5.3% 22.8% 28.0% 18.2% 12.9% 12.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

離職者(n=567)

1か月未満 1か月以上3か月未満 3か月以上6か月未満

6か月以上1年未満 1年以上 わからない

25.2%

25.2%

22.9%

20.6%

18.0%

15.5%

10.4%

10.4%

6.7%

13.4%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事と介護 手助の両立が可能な職場だった

介護サービスの利用により 介護 手助の負担が減った

施設への入所により 介護 手助の負担が減った

介護サービスなどの利用料の負担が大きい

自身の希望として仕事をしたかった

介護 手助に専念する生活を続けることが精神的に限界になった

介護 手助が必要な家族が あなた自身が就職することを希望した

家族や親族からの理解 協力が十分に得られた 

あなた自身が就職することを家族や親族が希望した

自分自身の健康状態が快復した

介護 手助をする必要がなくなった

その他

離職者(n=567)

雇用形態

就労環境

場所

45.9%

21.3%

23.8%

23.3%

20.3%

9.0%

0.4%

20.6%

5.6%

0.4%

0.5%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規雇用を選んだ

非正規雇用を選んだ

残業のない職場を選んだ

勤務時間が柔軟な職場を選んだ

休暇が取得しやすい職場を選んだ

勤務場所が柔軟な職場を選んだ

その他就労環境

自宅に近い職場を選んだ

被介護者と同居したり 遠方在住の被介護者

の近くに住むために引っ越したりして そこか

ら通える職場を選んだ

その他の場所

その他

仕事を辞める前と大きな変化はない

離職者(n=567)
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